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ダイナミックな胃袋つかみ隊
井手さんがドラム缶コンロを作ってくださり、薪をくべて大
鍋で豚汁170人前を胃袋つかみ隊が作ってくださり、紀伊さ
んがかき氷・カキフライ・シシャモフライ（マルミヤ食品さん
寄付）を振る舞ってくださるという、何とも豪快
な胃袋満足デーとなりました。感謝です！ 

今回今治西高ボート部をはじめ松山大学な
ど、24名の学生さんがお手伝いくださったので
すが、皆さん素晴らしい動きや声がけで、参加
者の皆さんが感動していました。即戦力となっ
てくださったことに感謝です！！

今治市のご協力に感謝
鴨池海岸でのイベントを定例化していく上でも、今治市に

ご理解とご協力をお願いすることが大事だと、徳永今治市
長にお会いできたことで、今回サイクルシティ推進課の皆様
にお力添えいただけたこと感謝です！行政にタンデム自転車
NONちゃん倶楽部の取り組みをもっともっと知っていただき
たいと願っています。「誰一人取り残さない自転車文化」を目
指すことで、「心のバリアフリー社会の実現に繋げていける」
と確信しています。

発達障害って？
この活動を進める中で、療育手帳を持っている子達の参
加が年々増えてきている。福祉に関する知識も何も持ち合わ
せていないけれど、参加した子達がみんな笑顔になってくれ
るくらいにしか思っていなかったのですが、お母さん達の「大
変なんです」という声を聞いて、立ち止まってみると・・・

2022年、文部科学省が発表した調査によると、全国の
公立小中学校の通常学級に在籍している児童・生徒のうち、

2023年10月29日（日）  場所：鴨池海岸（今治市大西町九王）
協力：今治ローイングクラブ　後援：今治市
【Coパイロット】視覚８・知的17・身体6・聴覚1・ダウン1・家族37　 計70名
【ボランティア】NONちゃん倶楽部 62・今治ローイングクラブ38　計100名　総勢170名
タンデム自転車25台・高機能三輪1台・ラクラックーン・車椅子自転車・ハンドサイクル・自転車3台・
BIGサップ・タンデムシーカヤック２艘・
【今治ローイングクラブ提供】コースタル舵手付クオドルプル・海上自転車2人乗り２台・8人乗りモーターボート・
5人乗りモーターボート・3人乗り救命モーターボート・5人乗り手漕ぎボート・救命ジェット

こんなチャンスを掴めるなんて
2023年世界ビーチスプリント・ファイナルに出場した日
本代表チームが、最終国内合宿で実際に乗った「コースタ
ル舵手付クオドルプル5人乗り」に乗せていただけるなんて、
夢のような挑戦ができました。ロサンゼルスで開催される
LA2028夏季オリンピックからは1人乗りと2人乗りが正式種
目となるそうです。それに加えて、大成貴之さんがパラ指導
員の資格も取ってくださるという流れができました。このチャ
ンスを掴むのは誰？

BIGサップに魅せられて
今回、二分脊椎症で歩行困難な橋本旬
平君が参加するということで、ハンドサイ
クルの池田さんと安藤さんも来てくださり、
タンデム自転車と一緒に公道を走りまし
た。旬平くんは公道走行は初めての体験。

今治西高校の学生さん達に見守っていただきながら完走でき
ました。お昼からBIGサップに乗ったのですが、旬平くんは
夜須での体験があり2度目でしたが、池田さんと安藤さんは
初めて。抱き抱えてもらって、サップ上の車椅子に乗り込み
26年振りの海の風を感じた池田さん。気持ちがよかったの
で、ハンドサイクル仲間に伝えますと大満足の様子でした。

お天道様ありがとう！
本来10月末から11月始めにかけては海が荒れるらしく、
荒天の時の対処も準備してくださっていたのですが、今日の
ような天候と波は珍しいとお聞きして、思わず「お天道様あ
りがとう！」と叫んでしまいました。タンデムシーカヤックは
視覚障がいの方にとって、自分の力で進んでいるという満足
感を得られるツールだそうです。

鴨池から何かが始まる予感！！鴨池から何かが始まる予感！！
タンデム・パラスポーツ体験会タンデム・パラスポーツ体験会 令和 5年度　愛媛県受託事業

2023 年最後の主催イベント「鴨池から何かが始まる予感」2023 年最後の主催イベント「鴨池から何かが始まる予感」
今年、海のツールがNONちゃん倶楽部に入ってきた記念すべき年に今年、海のツールがNONちゃん倶楽部に入ってきた記念すべき年に

今治ローイングクラブさんとのご縁が結べたことで今治ローイングクラブさんとのご縁が結べたことで
おおきなうねりを感じていますおおきなうねりを感じています

8.8%が学習面、または行動面で、著しい困難を示す状態
にあることが分かりました。11人に1人の子供が【発達障が
いの可能性あり】いわゆるグレーゾーンにいると言われていま
す。落ち着きがない・周りと上手く馴染めない・こういった
特徴を持つ発達障害の子供たち。
【知的障がい者の推移をみると、2011年と比較して約34

万人増加している】この記事を読んだとき、環境汚染により
引き起こされる社会問題の一つと言われてきていることを思
い出しました。障がいから個性への転換に何が大事なのか？
そんなことを考えていた時に、県立美術館で開催された石村
嘉成展いきものだいすきで出会った著書に感動。

「自閉症の画家が世界に羽ばたくまで」（扶桑社）
【四六時中息子に向き合った妻の信念が　子育てに悩める人
への激励となれば】という父和徳さんの言葉から始まる新居
浜の石村嘉成画伯の物語。この書は子供から大人までぜひ
読んでほしい。

不妊治療の末授かった宝物。自閉症との診断が下され
絶望の淵にいたわたしたちを救ってくれたのが「トモニ療
育センター」の河島淳子先生との出会いです。暴れる子供
を育てていけば、やがて「親を奴隷にする暴君」になって
しまうかもしれない。そんな人間が社会で通用するはずが
ありません。多くの方々の助けなしには生きていくことは
困難なことだから、みんなから好かれる子に育つようにと、
心を鬼にして「愛情あふれる　突き放し」を実践。
ご自身が自閉症児の子育てをしてきた河島先生の教え
の中で、「自閉症は情緒の障がいではなく、生まれつきの
脳の機能の障がいである」ということ。しかしそれは不治
の病ではなく「適切でゆきとどいた療育をほどこすことで、
克服することができる」という言葉が胸にストンと落ちたこ
とで強い希望が見えてきた。

こんな言葉から始まる子育て記。11歳の子を残して旅
立ってゆく母。何よりも体験に基づいたこの書を読んで、「こ
の子はできないから」とか「わからないから」などと決めつけ
ず、多くのことを経験する機会を与えることの大切さを痛感。
NONちゃん倶楽部の「できるかできないかではなく、やる

かやらないかが大事」と取り組んできたことが、とても大切な
ことなんだと背中を押してくださったかんじがして、とても嬉
しかった。

障がいではなく、
人間のタイプのひとつと捉えるために

支援サポーター「夢かなえ」情報より引用

●注意欠如多動症（ADHD）
年齢に比べて注意力が足りなかったり、順序だてて行動
することが苦手です。落ち着きがない・待てない・行動
の抑制が苦手といった特徴があり、それらの特性により、
日常生活に困難を抱えています。

●自閉スペクトラム症（ASD）
ASDの人は、言葉や視線・表情・身振りなどから、相手が考
えていることを読み取ったり、自分の思っていることを伝え
たりすることが苦手です。特定のことに強い興味や関心を
持っていたり、マイルールや強いこだわりがあります。感覚
の過敏さを持ち合わせている場合もあります。

●現局性学習症（SLD）
知的発達全般に遅れがないにもかかわらず、勉強に関わる
能力（聞く・話す・読む・書く・計算する・推論する等）に、特
に苦手なものがあります。例えば、教科書は読めるのに黒
板をノートに写すのはとても苦手、数字の大小が分からな
い、文章をスムーズに読めないといった状況です。過去に
はLD(学習障害)と呼ばれていました。

●発達性協調運動症（DCD）
身体機能に問題がないにもかかわらず、手足の動きなどの
体の動きをコントロールして行う協調運動に困難さが見ら
れます。例えばハサミを使う・ボタンを留める・紐を結ぶこ
となどがうまくできません。周りからは「とても不器用な人」
「極端に運動が苦手な子」「姿勢が悪い」などと見られるこ
とがあります。

　最後に石村さんの言葉を引用させていただきます
「発達障害」から「特性発達」への変換こそが
多様性を認め合う社会の実現に繋がる
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